
TXF-1S・1・2型ユニットのメンテナンスについて、症状別にメンテナンス方法を
ご案内致します。メンテナンスの際は、安全に十分に配慮して行って下さい。
また、下記の点には特に注意して行って下さい。

  下図、ユニット用メンテナンスバルブを閉にして下さい。
                    ユニット内に残圧がないか確認して下さい。
                                  配管が高温になっていないか確認して下さい。

■各部名称

6
5
4
3
2
1

符号

レオナード
スチーミックス・タンデム

TXF-1S・1・2型 メンテナンスガイド

フランジ
温度計

T型ストレーナー
タンデムボールバルブ

タンデムレバー
RADA 52/1・53/1・54/1

名称

！

！

！
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■ミキシングバルブ内部部品構造

RADA ミキシングバルブ主要部品は3点で構成されています。
①サーモスタットアッセンブリーは温水温度に感知し、給湯・給水の混合割合を制御
する部品のポートピラー＆スリーブアッセンブリーを動かす部品です。

②ポートピラー＆スリーブアッセンブリーは給湯と給水の混合割合を制御する部品です。
（上記アッセンブリーは、ピラーとスリーブの2点で構成されています。）

ポートピラー＆スリーブアッセンブリーは表面にテフロンニッケルコーティングを
施し、対摩耗性・摺動性に優れていますが、⻑年のご使用でピラーとスリーブの
隙間が大きくなると混合割合を制御できなくなります。

また、サーモスタットアッセンブリーも損耗することは避けられません。

しかし、これらの部品を交換することによりRADA ミキシングバルブは初期の性能を
回復することができます。
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■日常の点検

●タンデムボールバルブ
タンデムボールバルブのボンネットナット部分から漏れがないか確認して下さい。

●ストレーナー

●供給条件の確認

    ☆  定期的に行って下さい。

1. タンデムボールバルブのボンネットナッ
ト部分から漏れている場合は、スパナで増し
締めして下さい。

2. 漏れが止まらない場合はステムパッキン
を交換して下さい。
（ステムパッキンの交換方法は12ページ）

※締めすぎるとレバーの開閉操作が重くなり
ます。又、締めすぎてゆるめると漏れが発生
しやすくなりますので、締めすぎにご注意く
ださい。

給湯、給水の供給圧力を定期的に確認して下
さい。仕様条件から外れている場合は、供給
圧力を調整して下さい。

1．給湯、給水の保守用ボールバルブを閉じ
て下さい。出口側を開きミキシングユニット
の残留水(残圧)を抜いて下さい。

2．ストレーナーのキャップを外し、中の ス
クリーンを取出し、ブラシ等で清掃 または交
換して下さい。 キャップ

T型ストレーナー

ボンネットナット

LEONARD 3



■ミキシングバルブ分解手順

●手順1
サーモスタットアッセンブリー取り外し方法

●手順2
サーモスタットアッセンブリー組立方法

●手順3
最高温度設定方法

●手順4
ポートピラー＆スリーブアッセンブリー確認方法

●手順5
ポートピラー＆スリーブアッセンブリー交換方法

●手順6
タンデムボールバルブの交換方法

●手順7
タンデムボールバルブのメンテナンス方法
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■故障診断

1．温調ノブ部分から漏れがある ・漏れがある場合は、スピンドルシール交換が必要
です

2．温調ノブが動かない ・サーモスタットアッセンブリーのスピンドルシールの固着
か内部部品の固着の可能性があります

3．希望の温水温度が得られない ・ストレーナーのつまりを確認して下さい
・供給条件を確認して下さい
・最高温度の設定をして下さい
・内部部品の固着又は劣化の可能性がございます
 内部部品の清掃又は交換して下さい

4．希望の温水量が得られない ・ストレーナーのつまりを確認して下さい
・供給条件を確認して下さい
・内部部品の固着又は劣化の可能性がございます
 内部部品の清掃又は交換して下さい

5．温調ノブを右、左に動かして ・ストレーナーのつまりを確認して下さい
  温水温度を変えることが ・内部部品の固着又は劣化の可能性がございます
  できない  内部部品の清掃又は交換して下さい

6．混合音が大きくなった ・ストレーナーのつまりを確認して下さい
・内部部品の固着又は劣化の可能性がございます
 内部部品の清掃又は交換して下さい

7. タンデムボールバルブを ・給水側のタンデムボールバルブを交換して下さい
  閉じても水が止まらない

8. タンデムボールバルブを ・蒸気側のタンデムボールバルブを交換して下さい
  閉じても温度表示が上昇する

9. タンデムボールバルブの ・ボンネットナットを閉めても止まらない場合は、ステム
  スピンドル部から漏れる パッキンを交換して下さい。

10．温度計が正しい温度を示さない ・温度計を交換してください

症状別項目 メンテナンス内容

参照手順：手順1〜3

参照手順：手順1〜3

参照手順：手順1〜5

参照手順：手順1〜5

参照手順：手順1〜5

参照手順：手順6

参照手順：手順6

参照手順：手順1〜5

参照手順：手順7
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●手順1
サーモスタットアッセンブリー取り外し方法
（温調ノブ部からの漏れ・温調ノブが動かない場合）

①コンシーリングキャップを外し（はめ込み式）
温調ノブ用ビスを外して下さい。

※この時カバーと温調ノブの間にスプリングが
セットされていますので、跳ねないようにご注意
ください。

②カバービスを外し、ボディーからカバーを取り外して、サーモスタットアッセンブ
リーをカバーの外側から内側へ押し出して外してください。

※カバービスを取り外す際は、ポジドライブドライバー（PZ2）が必要です。
※スピンドル部から漏れている場合は、サーモスタットのスピンドルシールを交換して
下さい。
この時カバーのスピンドルシール当たり面に汚れや腐食が無いかご確認ください。
スピンドルシールに適量のシリコン製グリスを塗布して下さい。

サーモスタット
アッセンブリー スピンドルシール

コンシーリング
キャップ

温調ノブ

カバー

カバー
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●手順2
サーモスタットアッセンブリーの組み立て方法
（サーモスタットアッセンブリーのスピンドルシール交換時）
（サーモスタットアッセンブリー交換時）

①カバーの内側からサーモスタットアッセン
ブリーを突き当たるまで押し込んでください。

※カバーにサーモスタットアッセンブリーを
はめ込む前に、スピンドルシールに適量のシ
リコン製グリスを塗布してください。

②古いカバージョイントの残渣が残らないよう完全に取り除き、新しいカバー
ジョイントを取付けてください。
サーモスタットの２ヵ所の凸とポートピラー＆スリーブの2 ヵ所の凹みがはまる
様にカバーをボディーに取り付けて下さい。
カバービスは片締めにならないよう、均等に締め付けてください。

カバージョイント

凸凹2ヵ所がはまるように取り
付けて下さい。
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●手順3
最高温度設定方法（内部部品交換後の温度設定時）
 ※間違って温調ノブを高温側に操作しても高温が出ることがない温度です。
 通常運転の温度ではありません。

①サーモスタットアッセンブリーのスピンドルの凹みにマイナスドライバーを差し込み、
反時計方向に回した後、ゆっくりとタンデムレバーを開け、温水を出してください。

③温調ノブにスプリングをはめ込み、スピンドルが回らないように注意しながら、温
調ノブの裏側にあるストッパー（でっぱり）とカバー側にあるストッパー（でっぱ
り）にぶつかって右に回らない位置で温調ノブを固定してください。

④その後、温調ノブを数回操作し、適切な温度になっていることを確認して下さい。

スピンドルの凹み

ドライバー

②温水を出しながら、必要な最高温度が得られるまでゆっくりと時計方向に回して下さい。

ストッパー

温調ノブとカバーの間にスプ
リングを取付ける
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●手順4
ポートピラー＆スリーブアッセンブリー確認方法
（温調ノブが動かない・希望する温水温度・温水量が得られない場合）

①「手順1」に従ってカバーを取り外し、サーモスタットアッセンリーにスケールの付着
や破損がないか確認して下さい。
スケールの付着や破損がある場合は、状況に応じて清掃又は交換を行ってください。

外側のリング状の部品（ポートスリーブ）
を動かしてください。

②ポートピラー＆スリーブアッセンブリーが、ストッパーの範囲内（約15°）で円滑に
動くことを確認してください。
動きが悪い場合は、柔らかい布で清掃してください。
それでも改善しない場合、または全く動かない場合や隙間が大きい場合は、部品を交換
してください。
なお、正常品においては、がたつきは認められません。
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●手順5
ポートピラー＆スリーブアッセンブリー交換方法

①「手順1」 の要領でカバーを外して下さい。

③ボディー側のロケーティングピンを新しい
ピラー部の裏側にある凹みに差し込み、ピラー
ビス（２ヵ所）を片締めにならないよう、均等
に締め付けてください。

④スリーブ２ヵ所の凹みが手前に来るように
ピラーを装着し、約１５度の範囲で回転するか
確認して下さい。

⑤「手順２・手順３」の要領で組立後、最高
温度設定を行って下さい。

②ポートピラー＆スリーブアッセンブリーの
スリーブ部を外して下さい。
そしてピラービス（2ヵ所）を外し、ピラー部を
外して下さい。
ボディーとピラー部の間にあるピラージョイン
トを新しいものと交換して下さい。

※古いピラージョイントの残渣が残らないよう
に清掃を行って下さい。

スリーブ部 ピラービス ピラー部

ロケーティングピンの凸凹

2ヵ所の切欠きが手前にくるようにセットして下さい。
サーモスタットアッセンブリーの爪がはまります。

ポートピラージョイン

LEONARD 10



●手順6
タンデムボールバルブの交換方法

①1次側フランジのボルトナットを外して下さ
い。

②ミキシングバルブ裏側にあるバックプレー
ト（取付け座）の台座用ビスを緩めて外して
下さい。

※TXF-2タイプはバックプレートごとを壁から
外して下さい

バックプレートアッセンブリーの台座用ビスを緩め
て外して下さい

③タンデムレバーを取り外して下さい。

④ユニットを取り外し、タンデムボールバル
ブをＬ型継手から外して下さい。
Ｌ型継手にシールテープを適量巻き付け、新
しいタンデムボールバルブのスピンドルが同
じ高さになるようにねじ込んで下さい。

タンデムボールバルブのスピンドルの
高さを揃えて下さい

タンデムボールバルブのスピンドルが真っ直ぐ
向い合せになるように調整して下さい

⑤同じ高さにねじ込んだ後、真上から左右の
タンデムボールバルブのスピンドルが真っ直
ぐ向い合せになる様に調整して下さい。

⑥タンデムレバー・レバーハンドルを取り付
け、何度か開閉し正常に開閉できるか確認し
て下さい。

TXF-2タイプ
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●手順7
タンデムボールバルブのメンテナンス方法

1.給湯、給水の元バルブを閉じて下さい。

2.ハンドルナットを緩め、タンデムレ
バーのハンドルを外して下さい。

3.⑥ボンネットナットを外して下さい。

4.⑤ステムを引き抜いて下さい。この
際、タンデムレバーをもう一度ステム
に差し込み、レバーナットで仮締めし、
これを持って引き抜くと簡単に作業で
きます。

5.パッキン類を全て交換して下さい。
尚、ステムに損傷がなければ、⑨ステ
ムパッキンと⑧カラーの交換で事足り
ます。ステムに損傷がある場合は⑤ス
テム、⑨ステムパッキンと⑨カラーを
交換して下さい。

6.元のようにステムを①ボディーに挿
入して下さい 。
この際、ステム先端の突起が、ボール
のハメアイ部にはまるようにして下さ
い。ステムを回転させ、ボールがうま
く回転しているかどうかチェックして
下さい。

7.⑥ボンネットナットを締め、タンデ
ムレバーを元のように組み立てて下さ
い。

8.ボール弁を閉じても蒸気あるいは水
が完全に止まらない場合は、ボール弁
を新替して下さい。

① 1

② 1

③ 1

④ 2

⑤ 1

⑥ 1

⑦ 1

⑧ 1

⑨ 1

⑩ 1

⑪ 1

数品　　名

 ステム

 ボンネットナット

ハンドルナット

 エンドプラグ"O"リング

 ステムパッキン

ハンドルナットワッシャ

 カラー

 ボディー

 エンドプラグ

 ボール

 シート
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Memo
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